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〇出国 

私は釜山に友人がいたため、7月 30日に出国し、プログラムが始まるより前に釜山に到着していました。

自分で好きな日に出国するのであれば、テストの日程などに気を付けつつ、早めに飛行機を予約すると

良いと思います。金海(ギムヘ)国際空港から釜山の中心地までは地下鉄でもすぐです。 

プログラムが始まるまでは、友人と釜山名所に行ったり、釜山の美味しいものを食べたりしました。 

釜山はデジ(豚)クッパやミルミョン(釜山名物の冷麺)が名物で美味しいです。 

〇プログラムについて 

ほとんどのプログラムは班行動で行われました。今年は日本人 44 名、韓国人 20 名の参加で 4 つの班に

分けられていました。2週間ずっと一緒にいた組のメンバーとは、韓国人スタッフはもちろん、日本各地

から集まった日本人同士でも仲良しになりました。韓国人スタッフは皆、しっかりと日本語を話してく

れ、私達に接する態度も本当に丁寧で、優しくて、面白くて、素敵な人たちでした。南浦洞(ナンポドン)

などの繁華街を皆で一緒に回ったり、韓国の楽器や料理などの文化を一緒に体験したりしました。入寮

日の夜から皆で食事があり、KSSの 2週間、昼食・夕食はほとんど班の皆と一緒に食べました。韓国学生

スタッフが「何食べたい？」と私たち日本学生のために一生懸命考えて、いろんなところに連れて行っ

てくれました。韓国の食事は安くて、そして量が多かったです。食べに行くと、いつもお腹いっぱいに

なりました。量が多いうえに、やはり辛いものが多いので、途中で胃が疲れてしまいました(笑)胃薬は

持って行った方が安心かと思います。でも、本当に美味しいものばかりでした。今年の KSS はあまり天

候に恵まれなかったのが残念でしたが、海へ行ったり、慶州(キョンジュ)(韓国の古都)に行ったりきれ

いな景色もたくさん見ることができました。 

〇韓国語講座について 

ほとんど韓国語が出来ない私は一番下の C クラスでした。本当に読み書きから始まりました。先生は日

本語が話せない方でしたが、Cクラスでも皆の知恵を集結させれば先生の言っていることはほとんど理解

できました。何となく分かります(笑)先生は明るくて、ずっと笑いながら授業をしてくれたので、毎日

楽しく 2~3 時間勉強しました。きちんとした発音や、いくつかの動詞や名詞などの語彙を身につけるこ

とが出来ました。今後は自分で継続して勉強していきたいと思います。 

〇寮について 

プログラム自体は 4日スタートでしたが、3日から入寮可能でした。この日、初めて韓国学生スタッフに

お会いしましたが、上手な日本語で丁寧に寮での生活について説明してくれました。 

寮は部屋もきれいでした。カードキーがあり、セキュリティーもしっかりしています。基本的に 2 人部

屋で、私は九州から来た他の大学生さんとルームメイトでした。電気プラグは日本と形が違うので、変

圧器などの用意が必要です。入寮したとき、部屋にトイレットペーパーが無かったので、すぐに近くの

コンビニで買いました。 

シャワー・トイレはきれいでしたが不便でした。寮ではトイレットペーパーが流せません。そして、シ



ャワーとトイレの間にカーテンなどの仕切りが何もありませんでした…笑 

朝食は学校の食堂で無料で食べましたが、量が多く、あまり口に合いませんでした…。近所のパン屋さ

んでパンを買って食べている人もいました。 

〇まとめ 

本当に素敵な 2週間でした。ある韓国学生スタッフさんが、こんなことを言っていました。 

「私たち KSS 参加者は韓国と日本の交流使節団です。交流は一度で終わるものではありません。続けて

いくことが重要です。」本当にその通りだと思います。帰国してからも私たちの組の LINE では毎日やり

とりが続いています。また皆に会いたいです。 

 

 

食堂での朝食。ボリュームたっぷり！ 

 

皆でミルミョンをたべました。 



 

サムルノリ。韓国の楽器体験。 

 

韓紙工芸体験



東亜大学にある博物館前で。 

 

 

慶州のお寺で。あいにくの雨でしたが楽しめました！ 

 



皆でスパにも行きました！ 

 

広安里の海。きれいでした！ 

 



 

韓国の学生スタッフさんが、最後に写真をプレゼントしてくれました。別れがつらかったです…。 
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 プログラムは韓国語の勉強・文化体験・シティーツアー・アクティビティ（海とか野球観戦）・自由時

間を均等に経験できると思います。でも、日本語が話せる韓国人スタッフとの交流が一番貴重だと思い

ます。彼らは皆日本について深く理解し日本人を歓迎してくれます。その温かさと明るさは僕の毎日を

かけがえのないものにしてくれました。しかし、僕は特に何も恩返しができませんでした。だからこそ

彼らにとても感謝しています。 

 今回が初めての韓国なので、韓国語は話せません。それでも韓国が大好きになりました。正確に言え

ば、釜山と東亜大学の生徒が好きになりました。ひとたび、空港を出れば英語も日本語もありません。

それが少しネックでしたがなんとか友達や韓国スタッフに助けてもらい毎日を過ごすことができました。

2週間の研修ですが絶対にご飯は飽きません。最初の 1週間は昼と夜、違う料理計 14食食べますが毎回

違う料理にもかかわらず全部うまい！ここまでご飯が連続でおいしいことに素直に感動しました。 

 初日、台風が釜山に直撃していきなり迂回に。僕の乗った飛行機は急遽、仁川空港に向かうことに。

釜山についたのは次の日の朝、なんと家を出てから 24時間あとのことでした。韓国語がわからない僕が

困っていた時機内で隣に座っていた韓国人の青年が片言の日本語と英語を使いながら僕を助けてくれま

した。その瞬間、まだプログラムに参加していませんでしたが韓国の人の温かさを知りこの国が好きに

なりました。実際、韓国のスタッフはとても優しくて、もてなしが手厚すぎると感じました。聞くと、

兄弟家族を大切にする国民性だからだそうです。僕らのことを弟、妹のように思ってくれていたという

ことです。それは普段の接し方にも表れていましたし、聞いたときはありがたさが身に染みて涙が出そ

うになりました。僕が韓国に行ったきっかけはいろいろありますが、一番の理由はメディアで言われて

いることが本当なのかを確かめたかったからです。国同士の関係が怪しいからと言って本当に相手国の

国民は日本人に冷たいのか？という疑問を抱き、知るにはいくしかないと思いました。結果、いろいろ

な条件はあるけれどもそれは全くのウソでしたし、むしろこの国が好きになりました。本当に行ってよ

かったと思います。友達も簡単にできて、距離も近いので何度も足を運びたいと思います。釜山は僕の

アナザースカイです。 

 もし次回の参加者にコメントを残すなら、ひとこと言いたい。「毎日全力で駆け抜けること。楽しむこ

と。何も考えずに。」韓国で過ごす時間が限られているからこそ全力で楽しむことができます。そして韓

国スタッフのやさしさに全力で応えることが僕らにできる恩返しだと思います。どんなことがあっても

毎日を楽しむこと、が彼らの喜びにつながります。別れの時の彼らの顔は今でも覚えています。みんな

が笑顔で後悔のないやり抜いた顔。とてもカッコよかったです！そんな韓国での２週間、僕は強くお勧

めします。 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 



 


